添付ファイルについての説明
このフォルダには以下のファイルが入っています。


チラシではありませんがWordを使って図形オブジェクトを多用したコンテンツを作成してみた例です。Wordを使った場合、作業途中でオブジェクトの選択を解除するために、余白などをクリックすると、Wordは行へ文字を挿入するモードに戻ってしまうため、オブジェクトに対して何らかの操作を行う際に手間取ってしまいます。また、背景としておいたオブジェクトを間違ってドラッグして動かしてしまうことなども頻繁に起きます。この例のようなコンテンツを作成する場合はPublisherの方が操作性が向上します。


このチラシの場合は背景をマスターページに配置しています。このことで上のWordで作成した場合に比べ、オブジェクトの選択ミスを減らすことができます。マスターページと編集ページのような層状を成した構造を一般に「レイヤー構造」といい、印刷屋さんやデザインを仕事とするクリエイターの使用するソフトウェアではこのレイヤーを数十層にも分けて使用する場合もあります。


Publisherの変わった使い方です。生涯学習推進センターのステージをマスターページに作成し、編集ページに机や椅子などを同じ縮尺で配置できるよう、図形を作成しています。センターを利用する利用者にあらかじめ、配置図を作成してもらう際に使用しています。



④のような図をどのようにして作成している途中が⑤のフィアルです。建物の設計図をスキャンし、マスターページに貼り付け、なぞっています。（トレースといいます）なぞるときのコツはスキャン画像とは別の色（赤など）で線を引いていくとわかりやすいです。図形が完成したら、グループ化してマスターページにカット＆ペーストして④のファイルが完成しています。スキャン画像は不要になったら削除します。

また、添付はしていませんが、掲示物用に大きな文字を入力するときも、WordよりPublisherを使うと手早く作成できます。Wordのワードアートで文字を入力した場合、ワードアートオブジェクトがはじめは行に固定されているため、位置の変更が面倒です。Publisherの場合、はじめから位置を自由に配置できるため、少ない手間で作成できます。（同様のことはPowerPointでもできます［デザイン］の［スライドサイズ］でA4などの用紙サイズを選択できます）
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内　　容
【演習①】「チラシ・広報誌づくり初心者のためのテクニック向上講座」
チラシ等を作成する際に使えるWordのテクニックについて初級者向けの演習を行います。
基本的なWordの機能（図形やワードアートなど）の使い方と、覚えておくと便利な操作方法について実際に操作しながら学びます。
【演習②】「Publisherを使ってみよう」
Wordに代わるソフトウェアとして、Pubilsherの使い方を体験してみましょう。
 　
講師　 岩手県立生涯学習推進センター
　　　　　社会教育主事　高橋　啓 
時間　10:00～15:30
場所　岩手県立総合教育センター　技術・情報教育棟
　　　第１情報処理実習室
~チラシ・広報誌づくり初心者の
ためのテクニック向上講座~
令和５年6月14日(水)
岩手県生涯学習情報提供システム
まなびネットいわて
岩手県立生涯学習推進センター
　　花巻市北湯口第２地割82番地13
    　　　　　TEL 0198-27-4555
  　  　　　　FAX 0198-27-4564
URL：https://manabinet.pref.iwate.jp/
ためのテクニック向上講座~
~チラシ・広報誌づくり初心者の
時間　10:00～15:30
場所　岩手県立総合教育センター　技術・情報教育棟
　　　第１情報処理実習室
内　　容
【演習①】「チラシ・広報誌づくり初心者のためのテクニック向上講座」
チラシ等を作成する際に使えるWordのテクニックについて初級者向けの演習を行います。
基本的なWordの機能（図形やワードアートなど）の使い方と、覚えておくと便利な操作方法について実際に操作しながら学びます。
【演習②】「Publisherを使ってみよう」
Wordに代わるソフトウェアとして、Pubilsherの使い方を体験してみましょう。
 　
講師　 岩手県立生涯学習推進センター
　　　　　社会教育主事　高橋　啓 
岩手県生涯学習情報提供システム
まなびネットいわて
岩手県立生涯学習推進センター
　　花巻市北湯口第２地割82番地13
    　　　　　TEL 0198-27-4555
  　  　　　　FAX 0198-27-4564
URL：https://manabinet.pref.iwate.jp/
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5.6m
12.2m
8.3m
令和　年　　月　　日（　）

開会行事


ステージセッティング表
長机　　　1.8×0.5
椅子　　　0.5×0.5
司会台　　0.4×0.5
演台　　　0.9×0.5
ＰＣ机　　1.1×0.8
ＰＪ台　　0.6×0.7　
黒台　　　0.5×0.5
マイク台　0.5×0.7
袖台　　　0.5×0.5
長机
椅子
司会
演台
ＰＣ
ＰＪ
袖台
黒台
MIC台
MIC台
椅子
ＰＣ
司会
ＰＪ


採寸の上、ステージ寸法図と同じ縮尺にしているので、サイズを変更しないように注意
スクリーン位置
スクリーン位置
スクリーン位置
スクリーン位置
演台
長机
スクリーン
椅子
椅子
令和　年　　月　　日（　）

講演～閉会
椅子
椅子
長机
演台
椅子
ＰＣ
司会
ＰＪ
MIC台
スクリーン
演台、長机撤去ののち、スクリーンを下げる
カメラ１
カメラ２
令和　年　　月　　日（　）

講演のみ
椅子
ＰＣ
司会
ＰＪ
MIC台
スクリーン
令和　年　　月　　日（　）

総会
椅子
椅子
長机
演台
椅子
ＰＣ
司会
ＰＪ
MIC台
椅子
椅子
長机
椅子
椅子
長机
椅子
椅子
長机
椅子
椅子
長机
椅子
椅子
長机
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①読書ボランティア研 修会WEB報告.docx


①読書ボランティア研修会WEB報告.docx
Web版

実 施 日：令和３年６月１５日（火）

実施場所：岩手県立生涯学習推進センター

受講者数：９９名（オンライン参加含む）

市町村参加率：36.4%　　（12／33市町村）

岩手県立生涯学習推進センター

研修実施報告







読書ボランティア研修会



		



		職　員　研　修



		

		有志指導者研修



		

		要　請　研　修





この研修会は、地域や学校図書館のボランティアなどが、子どもの読書活動推進のために、知識や技能についての資質向上を図ることを目的として、講演と４つの選択研修を行いました。









講義「『絵本が開く心の扉』～すべての子どもに図書館を～」

[bookmark: _Hlk96658601][image: C:\Users\suishin2017\AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCache\Content.Word\町田先生.jpg]講師の町田りん先生からご自身が少年院で読み聞かせを行っていること、聞いている少年たちの様子などについてお話しいただきました。受講者からは、「少年院での読み聞かせを実践して、少年達に子どもらしい素直な感受性をよみがえらせた等、行動力に感銘を受けた」「『ケア』⇒相手とともにいる、この言葉を聞いて『はっ』と思った。考えたことがなかった」「子ども達の心の発達に本、絵本が大きな影響を与えること、またそこから読み手が受け取るものも貴重であることに深く感じ入った」等の感想をいただきました。町田りん 氏





選択研修

[image: C:\Users\suishin2017\AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCache\Content.Word\平田先生.jpg]後半は４つの選択研修に分かれ、各自の希望に合わせて受講できるスタイルで実施しました。研修「『おはなし会を開こう』～幼児向け」では、JPIC読書アドバイザー 平田純子先生からお話を聞かせるだけではなく、小物を活用した演出についてもご教授いただきました。「『おはなし会を開こう』～小学生向け」では、絵本コーディネーター　堀 玲子先生から絵本の出版にまつわるエピソードなどもお話しいただきました。「『本の魅力を伝える方法教えます』～ビブリオバトル・ＰＯＰづくり」の研修では、岩手県立図書館職員 似内千鶴子先生からビブリオバトルの紹介と体験をさせていただきました。研修「めざせ朗読スキルアップ」では、ＫＯＴＯＳＥ音読教室 佐藤くみこ先生から読み方についての技術指導をしていただきました。受講者からは、「コロナ禍での対策を学べ、実演もあり楽しかった」「童心にかえり楽しく時間を過ごせた」「他の方から本の紹介の話を聞けるのは本の魅力を知る良いきっかけとなることを再確認できた」「読み手が楽しかったと感じることこそが読み聞かせの極意という言葉が印象的だった」等の声が寄せられました。

平田純子 氏

佐藤くみこ 氏

堀　玲子 氏

似内千鶴子 氏



[image: ][image: ][image: ]

《受講者の声》

《受講者の評価》





[image: ]・『専心』という言葉をはじめて聞いた。相互にケアになるという事がとても素晴らしいことだと思いました。

・コロナ禍での対策をきちんと学べ、実演もありとても楽しかったです。

・読み方次第で本の面白さが伝わるのだと感じました。

・他の方の読み聞かせを聞く機会を得られ、大変参考になりました。



受講された皆さんが、各自の課題としていたことを今後の活動の中で少しでも解決できることを願います。

《担当者（高橋）から》

Ａ（有意義）　　　　　　　　　　　　  72.9％

Ｂ（どちらかといえば有意義）　　　　　25.4％

Ｃ（どちらかといえば有意義でない）　　   0％

Ｄ（有意義でない）　　　　　　　　　　 1.7％
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